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Staphylococcus属菌における病原性因子の探索

研究の概要

　Staphylococcus属菌は50菌種以上に分類されており、ヒト、家畜を含む哺乳動物。鳥

類などの皮膚や鼻腔などに存在している。また本属の一部の菌種はエンテロトキシン(SEs)と

呼ばれる毒素を産生し、食中毒や化膿性疾患に関与している。食中毒起因菌としては、

S.aureusが広く知られているが、2010年には都内で、S.argenteusによる食中毒が発生

している。また、S.pseudintermedius及びS.hyicusにおいてもSEs産生株が存在すること

が報告されている。

　本研究では、食品や臨床検体等から分離されたStaphylococcus属菌を調査し、se遺

伝子保有株を探索する。また、S.argenteusの分離率を明らかにする。得られた株につい

て、SEsの産生能や産生量の調査、詳細なゲノム解析を実施し、新規毒素因子の検索及び

同定を行うことで、細菌の保有する病原因子を解明し、感染症や食中毒の原因究明に活用

できる。
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